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心
に
住
み
つ
く

悪
い
鬼
退
治

藤田幼稚園では、節分の日の２月
３日豆まきをしました。園長先生か

ら節分のお話聞き、園児ひとり一人

の心に住みつく、泣き虫鬼。おこり

んぼ鬼、甘えんばう鬼を、豆をまい
て追い出しました。悪い鬼を退治し

た園児たちは。また一歩大きくなり

ました。
暦の上では立呑、もう舂がそこま

で来ています。
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安
全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
新
国
見
町
地
域
防
災
計
画
策
定
～

地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
総
合
的
な
災
害
対
策
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
災
害
に
強
い
安
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
や
災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
策
の
実
施
に
関
し
、
重
要
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。

当
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
に
旧
防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
て
か
ら
二

十
余
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
今
日
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
や
平
成
十
年

八
月
末
豪
雨
に
よ
る
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
計
画
全
体
に
つ
い
て
全
面
的
に
点
検
、

見
直
し
を
行
い
、
も
っ
て
災
害
と
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で

す
。

昭和53年(  1978年〉６月12日．宮城県沖を震源地として
襲った大地震では．わが町でも死者１名 、負傷者22名、
住居の損壊321戸の大きな被害となりました．

計
画
の
基
本
方
針

一

防
災
事
業
の
推
進

治
山
、
治
水
及
び
地
震
災
害
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
防
災
嘔
業
は
、
防
災
対
策
の
坊
本
と
な
る
嘔
業
で
す
。

そ
の
た
め
。
そ
の
火
施
す
べ
き
側
係
機
関
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
そ
の
方
策
に
つ
い
て
定
め
。
積
極
的
に
防
災

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

一

防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の
推
進

防
災
関
係
機
関
は
、
防
災
活
動
を
的
確
か
つ
円
滑
に
実

施
す
る
た
め
、
相
吁
Ｊ
の
防
災
活
助
が
総
介
的
、
打
機
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
応
援
協
力
体
制
の
確
し
を
図
り
ま
す
。

・
町
民
の
防
災
活
動
の
推
進

「
自
ら
の
身
の
吹
令
は
自
ら
が
守
る
」
の
が
防
災
の
坊
本

で
あ
り
。
町
民
自
ら
が
災
害
に
伽
え
る
た
め
の
予
段
を
講

じ
る
と
と
も
に
。
自
主
的
な
防
災
活
動
に
参
加
す
る
な
ど

防
災
へ
寄
７
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
町
は
地
域
内

の
公
共
的
団
体
、
事
業
所
の
防
災
に
側
す
る
級
織
及
び
住

民
に
よ
る
自
発
的
な
防
災
組
繊
の
允
火
を
図
リ
、
地
域
の

有
す
る
防
災
機
能
が
卜
分
発
仰
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

・
防
災
業
務
施
設
、
設
備
資
機
材
の

整
備
等

防
災

関

係
機
関

は
、
災

害

が
允
生

し
．

ま
た

は
発
止

が
戸
恕

さ

れ
る
場

（
‥
、

円
滑

な
助
災

活
動

が
遂

行
で
き

る
よ

う
．
施

般
、

設
備

、
資

機
材
等

の
整

備
允
火

を

㈲
る
も

の
と
し

ま
す

．、

一
関
係
法
令
の
遵
守
等

町
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
住

民
に
お
い
て
も
、
災
害
対
策
圦
本
法

及
び
そ
の
他
の
関
係
法
令
の
目
的
、

内
容
等
を
よ
く
理
解
し
、
こ
れ
を
遵

守
す
る
と
と
も
に
、
防
災
に
関
し
万

个
の
措
置
を
納
ず
る
も
の
と
し
ま
す
。

見直しのポイント

・阪 神淡路 人震災における教訓

を踏 まえ、［震 涎対策棚］を新

たに設け、人規模な地震が発生

した際の初動体制の確T,?l、迅速

な災害応急対 磑の実施、広域的

な心接体制の整陥あるい は地震

発生時に被害を最小限に抑える

ための 各種予防対策について明

記しました｡

・ 平成卜年八月末豪雨による教

訓を踏 まえ。水害予防対碵とし

ての施設幣備のほか、防災情仰

通信剥の整納、災害応急対策の

ための組織の充実、災害が人覯

喫かつ汨 班ﾋ した際の組織体叭

のあ り方等について明記しまし

た。

「 平゙■ 爾年の８月末豪雨において･

よ堤防泌i の恐れから、川内地区
は鋩 と麟 工地区の一部に避難勧告･

功朏され稔 した。
゛ ま11ji 和61年８月５日（８・５
匹

においても床上浸水16楝な
戞の大き冫な被害となり ました。



計

画

の

概

要

防
災
計
画
第

．
編
総
則
に
お
い
て

は
．
防
災
叶
画
の
目
的
、
基
本
方
針

の
ほ
か
、
町
を
は
じ
め
町
内
を
所
管

す
る
各
防
災
関
係
機
関
の
実
施
責
任

及
び
処
理
す
べ
き
業
務
に
つ
い
て
具

体
的
に
定
め
、
ま
た
、
町
に
お
け
る
、

気
象
、
地
勢
等
に
よ
る
災
宵
要
因
を

分
析
し
一
般
災
害
対
策
、
虞
災
対
策

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
対
策
の
基
本
と

な
る
叭
項
を
定
め
て
い
ま
す
．

防
災
計
画
の
構
成

国
見
町
地
域
防
災
計
画
計
画
編

第
一
編

総
則

第
二
綱
　
一
般
災
害
対
策
編

第
．
章

災
宵
予
防
対
策

第
二
章

災
宵
応
急
対
策
計

両

第
三
章

災
害
復
旧
計
画

第
四
章

個
別
災
害
対
策
計

画

第
三
細

震
災
対
策
編

第
一
嗔

災
害
予
防
対
策

第
二
拿

災
啝
‥
応
急
対
策
計

画

第
三
章

災
山
復
旧
計
画

国
見
町
地
域
防
災
計
画
資
料
編

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
　

防
　

計
　

画

。
般
災
害
対
策
編
及
び
ａ

災
対
策

編
に
お
け
る
災
害
予
防
計
両
は
。
町

を
と
り
ま
く
気
象
、
地
勢
等
の
災
害

要
囚
を
踏
ま
え
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
あ
る
い
は
災
害
が
光
生
し
た

場
合
に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
の
、
町
及
び
関
係
機
関
が
事
前
に

取
る
べ
き
措
置
、
対
策
等
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。
主
な
予
防
計
画
の

骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

災
害
予
防
の
た
め
の
祉
織
の
整
備
、

充
実

広
域
応
援
協
定
に
よ
る
相
屁
応
援

体
制
の
確
立

気
象
情
報
．
災
害
情
報
の
収
集
伝

達
を
含
む
防
災
情
報
通
僧
網
の
整

備
、
拡
允

水
害
、
卜
い砂
災
害
．
が
害
予
防
、

火
災
、
建
造
物
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

関
係
施
設
等
の
各
種
災
山
に
対
す

る
予
防
対
策

岨
難
場
所
、
避
難
路
の
逃
定
．
緊

急
柚
送
路
の
選
定

医
療
、
助
産
、
防
疫
体
制
の
整
備

食
料
の
調
墺

確
保
及
び
防
疫
体

制
の
整
備

防
災
枚
育
及
び
防
災
訓
練

自
主
防
災
組
織
の
膏
成
、
災
害
弱

者
対
策
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
辿

携文
化
財
の
災
害
予
防
対
策

危
険
物
施
設
等
の
災
害
ｙｒ
防
対
策

こ
の
他
、
磁
災
対
策
編
に
お
い
て

は
地
震
に
よ
る
災
客
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
避
難
施
設
、
医
療
施
設
．

道
路
．
碼
等
公
共
的
な
施
設
の
耐
震

性
の
確
保
、
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

施
設
の
地
ａ

災
害
予
防
対
策
に
つ
い

て
定
め
て
い
ま
す
．

応

急

対

策

計

画

．
般
災
害
対
策
編
及
び
震
災
対
策

編
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策
計
叫
は
、

町
に
災
害
が
発
生
し
た
燭
合
に
お
い

て
、
迅
速
に
応
急
対
策
に
あ
た
る
た

め
の
体
制
の
確
保
、
情
報
の
収
集
伝

達
、
広
域
的
な
相
唾
応
扱
協
力
、
避

誰
措
置
等
、
被
害
の
応
急
復
旧
等
．

関
係
機
関
が
火
施
す
べ
き
そ
の
責
任

と
そ
の
方
策
に
つ
い
て
策
定
し
ま
し

た
．
主
な
災
害
応
急
対
策
の
骨
ｆ
は

次
の
と
お
り
で
す
。

職
員
の
参
集
雌
準
、
配
備
体
制
を

明
確
に
し
た
町
の
災
害
応
急
体
制

の
確
―

迅
速
な
気
象
情
報
、
災
害
情
報
の

収
集
伝
達
及
び
関
係
機
関
へ
の
通

付
体
制
の
硫
傑

福
励
。宮
城
、
山
形
広
域
圏
災
害
相

瓦
応
扱
協
定
等
に
店
づ
く
広
域
応

扱
及
び
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
妾
齠

災

害
発

生
時
の

広
報

体
制

救

急
、
救

助
や

各

種
災

害
に
対

す

る

災
宵
応

急

活
動

の
実
施

住

民
の

避
難

、
医

療
、

救
駿
、

防

疫
、
保

健
衛
生

、
清

掃
．
食

料
品

、
生

活
必
需

品
の

救
援

対
策

廃

棄
物

の
処

川
対

策

道
路

の
確

保
、

緊
急

愉
送
、

警
伽

活
助
や

交

通
規
制

排
Ｉ

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン
施

設

の
応
急
対

策

学
校

教
育

活
助

を
確

保
す

る
た
め

の

文
敏
対

策

災

宵
弱
者

対

策
及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

と
の
迎

携

危
険

物
施

般

の
災

害
応
急
対

策

災

害
救

助
法

が
適

用
さ
れ

た
場

合

の

救
助

の
内

容
等

こ
の
他
、
震
災
対
策
帽
に
お
い
て

は
、
発
生
す
る
地
震
の
各
震
度
階
級

復

旧

計

画

一
般
災
害
対
策
編
及
び
ａ

災
対
策

細
に
お
け
る
災
害
復
旧
計
画
に
お
い

て
は
．
施
設
の
復
旧
対
策
と
し
て
．

災
嘗
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の
復
旧

及
び
将
来
の
災
害
に
備
え
る
た
め
の

災
富
復
旧
事
業
計
画
の
樹
立
に
関
し
．

具
体
的
な
方
針
及
び
財
政
援
助
措
置

笥
に
つ
い
て
具
体
的
に
定
め
て
い
ま

す
．
ま
た
、
災
害
発
生
時
の
人
身
の

安
定
と
社
会
秩
序
の
維
持
を
図
る
た

め
、
義
援
命
の
配
分
計
画
、
被
災
者

の
生
活
確
保
対
策
、
金
融
対
策
等
に

つ
い
て
明
記
し
ま
し
た
．

に
応
じ
町
の
応
急
対
策
の
体
制
の
確

保
を
図
る
こ
と
と
し
、ｎ

度
六
（
弱
）

以
上
の
地
震
発
生
時
に
は
自
助
的
に

災
客
対
策
本
郁
を
設
置
し
迅
速
に
災

害
応
急
対
策
に
あ
た
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
の

応
急
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
。
そ
の
施

設
の
管
理
者
の
栗
た
す
べ
き
役
割
を

明
確
に
し
。
関
係
機
関
が
一
体
と
な

っ
て
災
害
応
急
対
策
に
当
た
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

災害時に備えて､訓練する町消助団

○
資
料
纒
に
つ
い
て
は
、
計
画

編
に
基
づ
き
災
害
予
防
対
策
、

応
急
対
策
に
必
要
と
な
る
資
料

に
つ
い
て
記
載
し
て

い
ま
す
。

Ｏ
計
画
の
公
表

今
同
策
定
さ
れ
た
防
災
計
画

は
、
今
回
の
広
報
誌
へ
の
槻
要

の
掲
縱
の
ほ
か
、
防
災
関
係
機

関
、
町
消
防
団
、
各
町
内
会
等

に
配
布
さ
れ
。
周
知
の
徹
底
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。



万
一
に
備
え

ご
注

意

を
！

国
見
町
に
は
Ｌ

の
地
図
の
と
お
り
、
北
西

郎
の
傾
斜
地
に
上
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
危
険
簡
所
が
あ
り
、
町
中
に
は
急
傾

斜
地
、
阿
武
隈
川
沿
い
に
は
重
９
水
防
Ｋ
城

の
指
定
簡
所
が
あ
り
ま
す
。

災
害
危
険
簡
所
は
、
主
に
町
の
地
形
、
地

質
等
の
自
然
条
件
に
起
囚
す
る
も
の
で
、
災

山
に
よ
り
住
民
の
生
命
や
財
産
に
爪
大
な
彫

臂
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
所
を
示
し
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
ら
の
区
城
、
付
近
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
万
一
に
備
え
ご
注
心
く
だ
さ
い
。

災
害
危
険
箇
所

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
ｈ
砂
く
ず
れ
、

土
石
流
．
ｈ
砂
流
、
地
す
ベ
リ
等
の
上
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
簡
所
を
「
七
砂

災
害
危
険
箇

所
」
と

い
い
、
そ

の
中
に
は

『
地
す
べ
り
危
険
簡
所
』
「
土
石
流
危
険
渓

流
」
’急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
」
「
砂
防
指

定
地
」
『
山
腹
崩
壊
危
険
地
区
』
「
崩
壊
Ｌ
砂

流
失
危
険
地
区
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
重
要
水
防
区
域
」
は
、
洪
水
時
に

堤
防
等
の
監
視
、
巡
視
が
必
要
と
な
り
、
水

防
活
助
に
特
に
注
意
す
る
箇
所
で
す
。
阿
武

隈
川
に
つ
い
て
は
、
嘔
成
の
大
改
修
に
よ
り

本
堤
防
の
補
強
等
は
完
成
し
、
ま
た
。
県
拓

定
璽
要
水
防
区
域
の
佐
久
間
川
に
つ
い
て
は
、

現
在
築
堤
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
堤
防
か
ら
の
溢
水
の
恐
れ
は
少
な

く
な
り
ま
す
が
、
内
水
対
策
等
万

。
に
伽
え

た
準
備
が
必
要
で
す
。

災
害
危
険
箇
所

及
び
避
難
所
一
覧



避難所、避難施設

①屋内避難所
l ・1 1g- 1 ・F,jjX 二Ｓ �● ｊ ｊ �ｅド ゛jlUjKII ●･;|121冫i,‘4・X;-tIX 瀞●

観月台
文化センター(

センター・体育館) �

駅前、錦町、大町扁、大町北、
本町宮町扁、山崎北、山崎舘、
山崎小舘、山崎沢田、宮前、板橋、
山崎宮舘、第12(堀込地区)

卜野台運勧公園(9
湾 撃 謚) �

石毋田柬．石母田表、石毋田北、
石毋田原、石毋田西、上野、第１、
第２　＊その他、収容しきれない
住民の避難場所

県北中学校(
校舎・体育館)

藤田小学校(
校舎・体育館)

藤田幼稚園 �

宮町北､藤田宮前､宮東､町粢.鶉町、
滝山、小林、源宗山東、源宗山西、
大坂、源宗山北、耕谷、藤田光矚

小坂中央集会所 �小坂、太田川、前田、泉田上、

泉田中、泉田下、鳥取、内谷西、
内谷東

d丶坂小学校(
校舎・体育館)

森江野
町民センター(

センター・体育館) �第３、第４、控汀北、第７、第８、
第９、第10、第ｎ、
第12(竈込地区除く)森江野小学校(

校舎･体育館･国舎)

大木戸ふれあいセンター�
貝田、光明寺、高城、
大木戸、山根大木戸小学校(

校舎・体育館)
國見稟留轟轟舊ｕ 性化ｾﾝﾀｰ(

セン タ ー ・体 爾 飽) �
原町、悠鍠，並柳、中部、
北留、川内

組合立大技小学校(
校舎・体育館) �

大枝地区の住民で活性化センター
で不足する場合使用

②屋外避難場所

-1 』

上野台連動公●総合運勣壜 �

皿

藤田地区、山崎地区

県北中学校校庭 �石毋田地区、森山地区

藤田小学校校庭 �藤
田地区、山崎地区、

小坂地区・塚野目地区の一部

小坂小学校校庭 �小坂地区
、泉田地区

鳥取地区、内谷地区

森江野小学校校庭 �森山地区、挫江地区、塚野目地区

町民S ●h俚 �貝田地区、光明寺地区、

高城地区、大木戸地区大木戸小学校校庭

西大枝運動鳩 �西大枝地区、川内地区
東北浄化センターグランド �＊上記で不足する鳩合に使用

組合立大枝小学校校庭 �水上記で不足する場合に使用

＊県北浄化 センターグランドの使用については、所有

者である県との協議による。大雨、洪水、地震等によ

り浸水の恐れ、堤防が損傷した珊合等については避難
場所として使用しない。

災害危険箇所
土石流危険渓流 艢恰：ｋｍ ｋｍ゛

l亠 』

① �Llaij卜●川�

・i 亠皿1 皿 ａ●

小坂宇前滝二　

～北町裏地内 �|

亠2亠j1.3�Ｌ 亠』

１．３

② �鳥取沢�
鳥取字大猪沢 ｜　

｀ 中ノ町地内10 ゛1 �
�o､1

③ �小坂沢�
小坂字鳥沢山｜　
～西町襄地内0.4 �

�0.1

(i)�牛沢J11�
奥田宇地取向

～姥神地内�0.6�
０．８

⑤ �燗 寺沢�
光明辱宇志田峰

～鹿野地内�0.a�
０．２

⑤･�滝川 �泉
田字三本平

→ 幹竃五靹勧�1,1�3,3

(Z)�赤坂沢�
泉田字噺田　
～笹ノ蔵地内�0.6�

０．４

⑤ �金有沢�
内谷罕金有沢　

～ 漓上地内 �0.9�0.4

⑤ �鳥取沢�
鳥取字大窪　

～内谷字醢 靹 �
１､０ �0.6

⑩ �駒鳩沢�
石毋田字作ノ道

～中 ノ作地内 �1.1�
１．３

○ �水&霖沢�
石 母田字土平

～駒場地内 �1.1�
０．５

地すべり危険箇所 単位:ｈａ

aj

Φ �

凵ail

駒 場�

㎜

石毋田字駒場地内 �11･1　41

② �鳥 取�四 地内 �60

急傾斜地崩壊危険箇所 崋愃：ｍ 度

iij
(!) �

皿
大 坂i山崎宇大坂地内 ��

ａ 亠ｊ

４０ �･ii　40

② �源宗山 �L1躪 字ｔ 古鵞 地円 �60�５５

③ �宮 北�皿 宇北地内 �181�50

砂防指定地 申位:h ａ kｍ

ｰ  ① ｣ 上 剽 川 り 字 小 地 ｰ 8.8L
皿問

② �牛沢川 �貝田字四ツ穴 �13.6�5.7

② �牛沢川 �西大技牛沢 �0.9�１．１

くi） �普蔵川�泉田字雨沼 �５．８�2.5

⑤ �湾 川�泉田事入口平 �１．４�0,3

⑤ �滝 川 �内谷字西堂 �４．５ �１．９

(Z)�滝 川�小坂宇向J11原 �0,3�0.14

⑤ �駒葛沢�石毋田字大沢 �０,７�0.16

山腹崩壊危険地区 単位:h ａ

k,LI �IQ5t凋�-･- �lﾓ沍 」

Φ �山 根�大木戸字竹ノ花 �1.0

φ �旭 山

一一 �
大木戸字旭山 �１．０

崩壊土砂流出危険地区
単位: ｈａ

㎞鰄Siai
φ| 貝田 ��-貝田字四ツ穴 �U,

』4.1

② �山根 �貴田字狢石山 �3.1

③ �石毋田�石毋田字芳ヶ入�０．５

哂）�内谷柬�内谷字金有沢 �1.9

⑤ �内谷西�内谷字八木沢 �１．７

⑤ �小坂 �内谷字殷根ヶ窪�3.4

φ �泉田 �東田字柳沢 �８．２

地
域

防
災

計
画
に
関

す
る

お
問

い
合
せ

は

総

務

課

庶

務
係

霤
５

８

５
－

２

１

１
《
冫
』



町づくりに

みなさんの声を

町政懇談会Ⅱ
国見町ではみなさんの「声」による町づくりを進める

ため．例年町政懇談会を開催しており、今年は11月29［1

から12月71 ］にかけ．みなさんのご意見・ご要望をお聞

かせいただきました．

町では町民総参加による町づくリ実現に向けて．寄せ

られた意見を人切に、各種 事業に反映させたいと考えて

おります．

先月号に引き続き、今月号では、人枝．藤111、山崎・

石母Ⅲ地区で寄せられた内容を要約してお伝えします．

大

枝

地

区

平
成
十
二
年
十
二
月
四
日

東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

安
全
な
生
活

牛

沢
川

の
改

修
を

お
ね

が

い
し
ま
す

。

大

枝
地

区
の

具
体

的
日

程

が
わ

か
れ

ば
教
え

て
く

だ
さ

い

。

一

現
在

高
城
地

区
で

施

行
し

て
お
り

、

今

年
光

明
か

地
区

の
人

家
危

険
区

峨

の
調
査

設
計

を
進

め
て

い

る
と
こ

ろ

で

す

。
大
技

地
Ｋ

の
施

行

に
つ

い
て

は
ま

だ
具
体

化
し

て

い
な

い
状
況

で

す

。
牛
沢
川

の
河

床
の

整

備
を

お
願

い
し

ま
す

。

一

大
木

。‥‥に地

区

か
ら

も
吋
じ

お

話
が

あ
り

。
匕
木

事

務
所

に
お
願

い
し

た

と
こ

ろ
で
す

、
今

後

と
も
要

甲
し

て

い
き

ま
す
。

築
館
橘

下
流

に

ガ
ー

ド
レ

ー
ル
の

設

置
を
要

望
し

ま
し

た

が
、

ま
だ

さ
れ

て

い
ま
せ
ん

。

一

堤

防
を
竹

理
す

る
建

般
省
に

設
岬

可
能

か
確
認

と
、

お
願

い
を

し
ま

す
。

川
内

地
内
の

カ

ー
ブ
ミ

ラ

ー
が
見

え

に
く

い
の
で

対
応

し
て

く

だ
さ

い
。

一

地

区
の
交

通
安

全

部
会

の
方

と
協

議
し

な
が

ら
進
め

ま
す

。

快
適
な
町
づ

く
り

並
柳
地
区
の
集
落
内
町
道
が
袋
小
路

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
延
畏
し
巡
回

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一

現
地
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

か
相
談
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

上
台
１
明
泉
間
の
町
道
改
良
の
早
期

完
成
と
防
火
水
槽
の
新
設
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。

一

財
政
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
来

年
度
に
は
着
ｆ
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
防
火
水
槽
は
消
防
施
般
整
備

計
画
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
、

北
部
地
内
に
現
在
計
画
し
て
い
る
道

路
改
良
工
事
の
早
期
完
成
を
お
願
い

し
ま
す
。

一

条
件
が
整
え
ぱ
、
で
き
る
だ
け
叭

く
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

滝
川
堤
防
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
。

そ
の
法
尻
の
畑
で
は
、
大
雨
の
た
び

水
び
た
し
に
な
り
ま
す
。
天
端
の
雨

水
の
排
水
処
理
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

一

建
設
省
の
管
理
逆
路
で
あ
り
、
建

設
省
に
伝
え
ま
す
。
富
匕
兒
鳩
架
け

什
え
時
に
は
留
意
し
て
進
め
ま
す
。

尼
ヶ
沢
地
内
の
水
路
は
大
雨
時
雨
水

が
溢
れ
る
個
所
が
あ
り
ま
す
。
改
修

く
だ
さ
い
。

一

現
地
を
兄
て
対
応
し
ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備

高
徳
水
路
の
取
水
口

が
崩
れ
て

い
ま

す
。
改
修
し
て
く
だ
さ
い
。

一

攴
障
の
な
い
よ
う
に
応
急
対
処
を

し
ま
す
が
。
牛
沢
川
改
修
後
で
な
い

と
抜
本
的
な
改
良
は
で
き
な
い
状
況

で
す
。

川
内
東
水
路
は
国
見
分
の
改
修
が
終

了
し
ま
し
た
。
そ
の
続
き
の
梁
川
分

に
つ

い
て
、
梁
川
町
へ
国
見
町
と
し

て
も
働
き
か
け
く
だ
さ
い
。

・
梁
川
町
へ

お
槻
い
し
て
お
き
ま
す
。

な
お
。
地
元
と
し
て
朿
人
技
地
Ｋ
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
要
望
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。



行
政
一
般

中
部
集
会
所
改
築
に
つ

い
て
、
地
区

総
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
し
た
。
来

年
度
着
工
に
向
け
て
お
願

い
し
ま
す
。

一
県
に
は
謡
を
し
て
お
り
。
只
体
的

川
程
が
決
ま
れ
ば
、
県
に
願
う
な
ど

対
応
し
て
い
き
ま
す
、

防
霜
対
策
で
古
タ
イ
ヤ
を
焚
か
な
く

な
り
。
こ
れ
ま
で
集
め
た
タ
イ
ヤ
の

処
理
に
困
っ
て
い
ま
す
、
勝
手
に
捨

て
て
行
く
者
も
あ
り
、
処
分
に
つ
い

て
協
力
を
お
願
い
し
た

い
の
で
す
が
。

一
県
条
例
に
よ
り
占
タ
イ
ヤ
を
焚
く

こ
と
が
禁
虍
さ
れ
ま
し
た
で
原
囚
者

に
よ
る
処
即
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

た
だ
。
国
兄
町
だ
け
の
問
題
で
な
い

た
め
。
周
辺
町
で
の
対
応
も
踏
ま
え
、

相
談
も
必
嬰
と
は
考
え
て
い
ま
す
。

共
同
募
金
や
緑
の
羽
根
、
社
会
福
祉

協
議
会
会
費
な
ど
、
指
定
金
融
機
関

な
ど
で
も
扱
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

一

い
ろ
ん
な
仕
嘔
で
お
予
数
を
か
け

て
い
ま
す
。
関
係
各
課
で
協
議
し
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

未
来
博
の
入
場
券
を
地
区
で
多
数
購

入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
行

け
る
よ
う
。
会
場
ま
で
の
バ
ス
等
の

経
費
助
成
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

小
巾
学
校
で
は
学
校
行
嘔
と
し
て

交
通
予
段
も
よ
め
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
多

数

あ
る
町

内
会

ま
で

は
対

応

す
る

こ
と

は
雛
し

く

、
各
自

で

の
対

応
を

お
願

い
し
た

い

と
思

い
ま
す

．

介
護

保
険

制
度

に
つ

い
て
．

現
在

千

八
百

円
の

保
険
料

は

い
つ

ま
で

続
き

ま
す

か
．

一

卜

．一
年

四
川

か
ら

ス
タ

ー
ト
し

た

介
護

保
険

制
度

に
お
け

る

、
当
町

の

六
十

五
歳

以
Ｌ

の
第

．
‥．り
被
保
険

行

の

保
険
料

は
、
店

凖
川

額
1
.
八
．内
川

と
な

っ
て

お
り

ま
す
　

こ

の
金

額
は

ｆ

成

卜
四

年
皮

ま
で

の
三

年
川

は
変

ら
ず

、

．．
．年
ご

と
に

兒
直

し
す

る
こ

と

に
な

っ
て

い
ま

す
．

藤
田
地
区

平
成
十
二
年
十
二
月
七
日

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
実
施

快
適
な
暮
ら
し
へ

資

源
．コ
ミ

ー
ペ
ッ

ト
ボ
ト

ル

な
ど

の
出

し
方

な
ど

徹

底

す
る

よ
う
周

知

し
て

く

だ

さ

い
．

一

広
帷

等
で
川

知

に
努

め

る

と
と

も

に
、
生

活
環

境

推
進
委
八

の

方
な

ど
の
協

力

を
爪

き
な

が
ら

進
め

て

ま

い
り

ま
す

、

資
源

ゴ
ミ
の

回
収

日

に
、

見

慣

れ
な

い
車

が
．

資
源

ゴ
ミ
を

持
去

っ
て

し

ま
っ

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

一
何
か
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
教
え
て
く

だ
さ
い
。

家
庭
排
水
の
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ

い
て
、
未
実
施
家
庭
に
つ
い
て
調
査

を
お
願
い
し
ま
す
。
環
境
対
策
も
含

め
、
早
期
実
施
を
う
な
が
し
て
く
だ

さ
い
。

一
公
共
ド
水
逝
供
川
開
始
よ
り
半
年

以
内
に
接
続
を
お
噸
い
し
て
い
ま
す

が
。
現
在

。
厂

九
戸
が
未
接
続
の
状

況
で
す
。
？
期
に
接
続
い
た
だ
け
る

よ
う
訪
問
な
ど
も
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す

。

安
心
な
生
活

藤
田
宮
前
町
内
会
の
北
側
を
流
れ
る

水
路
が
危
険
で
す
。
通
学
路
で
も
あ

り
、
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

現
地
で
安
全
柵
等
の
施
行
に
つ
い

て
相
談
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

快

適
な
環
境
づ
く
り

昨
年
要

望
し

た
滑

沢
地

内
の

水
路

改

良
を

施
工

い
た

だ
い
た

と
こ

ろ
で

す

が
、
下

流

ま
で
継

続
し

て
施

行
し

て

も
ら
え

ま
す

か

。

一

継

続
し

て
進

め
ら
れ

れ
ば

と
考

え

ま
す

が
、
ｆ

算
や

優
先

順
位

な
ど

か

ら
途

叨
れ

る
麝

も
ご
理

解
く

だ
さ

い
『
。

ひ
と

に
や

さ
し

い
道

づ
く

り
事
巣

に

よ

り
整
備

い
た

だ
き

す
ば

ら
し
く

な

り
ま

し
た

が

、
水
の
流

れ

が
速
く

な

り

、
大
町

南
舟

山
商
店

か

ら
国

道
四

号
付

近
ま

で
の

側
溝

が
、
大

雨
時

に

満
杯

と
な

り
ま

す
。
大

き

な
側
溝

へ

改
修

し
て

く
だ

さ

い
。

一

川

水
を
利

川
す

る

関
係
者

で

。
人

雨
時

の
水

を
調

整
す

る
な

ど
し
て

。

竹
理

く
だ

さ
る
よ

う

お
願

い
し
ま
す

。

鶉
町

地
内
の

道

路
の
測

量

に
つ

い
て

は
ど

う
な

っ
て

い
ま
す

か

。

一

現

在
完
ｆ

し

て
お

り
、
こ

れ
か

ら

川
地

の
買

収
と

な
り

ま
す

。
『
、
ご
協

力

の
程

お
願

い
し

ま
す
、

国
道

四
号

を
横

断
す

る
ヒ

ュ
ー
ム

管

が

、
大
雨

時

に
排
水

で
き

ず
枡

か
ら

溢

れ
出
る
こ

と

が
あ

り
ま

す
。

一

歩

道
の

改
良

で
排

水
条

件
が
変

わ

っ
た

た

め
と
思

わ
れ

ま
す

が
、
改

笳
‥

に

つ
い
て
建

設

竹

に
お
願

い
し
ま

す
。

上
野

台
総

合

グ
ラ
ン

ド
で

は
、
着

土

や
芝

と

グ
ラ
ン

ド
の

段
差

な
ど
の

問

題

が
あ

り
ま
す

。
対

策
を

お
願

い
し

ま
す

。

一

こ

れ
ま

で

安
定
刑

を
混

ぜ
た

り
対

策

を
講
じ

て
き

ま
し

た

が
：

こ
指

摘

の

と
お
り

で
、

六
年

が
経

過
し
て

お

り
対

策
を

考
え

た

い
と
思

い
ま
す

。



山
崎
・
石
母
田
地
区

平
成
十
二
年
十
二
月
七
日

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

安
心

な
生
活

西
根
堰
に
フ
タ
を
す
る
な
ど
し
て
道

路
の
拡
幅
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
根
堰
の
防
護
柵
の
点
検
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

・
叫
根
堰
に
フ
タ
を
す
る
に
は
管
理

者
と
の
協
議
を
嬰
し
ま
す
が
。
崩
れ

な
ど
の
危
険
な
状
況
へ
の
対
応
を
現

在
進
め
て
お
り
ま
す
、
補
修
が
必
要

な
と
こ
ろ
は
現
地
を
確
認
し
応
急
処

置
を
し
ま
す
。

山
崎
小
舘
地
内
の
町
道
交
差
点
に
入

る
場
合
陣
害
物
が
あ
っ
て
見
通
し
が

悪
い
の
で
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

町
体
育
館
の
東
南
角
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
を
設
置
く
だ
さ
い
。

一
地
区
交
通
安
全
協
会
の
方
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

福
梁
製
作
所
周
辺
道
路
へ
防
犯
灯
を

設
置
く
だ
さ
い
。

一
現
地
確
認
の
上
、
検
討
し
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
東
側
道
路
の
一
旦
停

止
が
遵
守
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
標
識

を
見
や
す
く
す
る
な
ど
対
策
を
。

一
公
安
委
員
会
に
話
を
し
て
検
討
い

た
だ
き
ま
す
。

驛
田
城
跡
公
園
及
び
そ
の
周
辺
に
防

犯
灯
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

一
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
も
照
明
整

備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

山
崎
小
舘
脇
地
内
に
防
火
水
槽
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
現
地
確
認
の
ｈ
、
消
防
施
般
鰹
備

検
討
会
に
諮
り
ま
す
。

上
野
公
民
館
脇
に
あ
る
防
火
水
槽
に

つ
い
て
、
道
路
拡
幅
で
小
さ
く
な
り

ま
し
た
。
泥
上
げ
な
ど
で
水
量
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
亶
を
し
て
管
理

し
易
く
し
て
く
だ
さ
い
。
将
来
的
に

は
、
近
代
的
な
防
火
水
槽
を
。

一
地
元
の
協
力
を
い
た
だ
き
水
槽
の

管
理
・
水
砥
の
確
保
を
お
願
い
し
ま

す
。
蔽
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
確
認

し
て
み
ま
す
。。
現
在
、
多
数
の
防
火

水
槽
の
新
設
設
置
要
望
が
で
て
い
る

状
況
で
す
。

快
適
な
暮
ら
し
へ

捨
て
犬
・
猫
、
フ
ン
の
始
末
を
し
な

い
飼
い
主
へ
、
モ
ラ
ル
の
向
上
を
文

書
な
ど
で
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

一

今
後
も
広
報
等
で
啓
蒙
し
て

い
き

ま
す
。

山
崎
宮
舘
団
地
内
に
長
く
車
が
放
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
車
内
に
ゴ
ミ
が
捨

て
ら
れ
、
事
故
防
止

も
た
め
に
も
撤

去
く
だ
さ
い
。

一
警
察
と
相
談
し
て
み
ま
す
。
ゴ
ミ

な
ど
は
直
ち
に
片
付
け
る
よ
う
に
し

ま
す
。

国
道
四
号
・
中
学
校
前
の
チ
ェ
ー
ン

脱
鴆
所
に
つ
い
て
、
以
前
も
話
を
し

ま
し
た
が
、
「
ト
イ
レ
」
・
ゴ
ミ
箱
の

設
置
に
つ
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

一
建
設
竹
に
お
馴
い
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
処
理
は
定
川
的
に
建
般
竹
で

処
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

快
適
な
町
づ
く
り

山
崎
熊
野
前
地
内
の
二
〇
九
〇
号
は

大
雨
畤
に
は
民
家
に
流
れ
込
み
ま
す
。

側
溝
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
拡
幅
の
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す

の
で
、
用
地
に
つ
い
て
地
元
で
も
ご

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

山
崎
北
口
地
内
の
ニ
ニ
○
三
号
は
、

駅
に
通
じ
る
近
道
な
の
で
利
用
者
が

多

い
も
の
の
、
約
五
十
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
未
舗
装
で
す
。
舗
装
を
し
て

く
だ
さ
い
。

一
ド
水
道
竹
小
’

布
設
ｒ

嘔
完
ｆ
後
の

施
行
と
な
り
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

山
崎
耕
谷
・
小
林
西
の
町
道
二
号
の

舗
装
を
早
期
に
お
願
い
し
ま
す
。

一
下
水
道
管
渠
布
設
工
嘔
が
完
了
し
、

地
盤
が
安
定
す
る
の
を
待
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
近
日
中
に
発
注
し
ま
す
。

町
営
住
宅
敷
地
が
土
砂
流
失
に
よ
り

低
く
な
り
、
近
隣
へ
雨
水
が
流
れ
込

み
ま
す
。
Ｕ
字
溝
の
設
置
を
お
願

い

し
ま
す
。

・
現
地
を
兒
て
検
討
し
ま
す
、

山
崎
大
坂
地
内
に
湧
水
処
置
と
土
留

め
工
事
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

接
続
部
の
補
修
と
土
留
の
追
加
工
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
現
地
を
見
て
検
討
し
ま
す
。

源
宗
山
住
宅
か
ら
藤
田
城
跡
へ
通
じ

る
墓
地
脇
の
通
路
は
未
舗
蒙
の
た
め
、

土
砂
が
流
れ
た
り
し
ま
す
。
駅
ま
で

の
近
道
で
も
あ
り
翻
装
願
い
ま
す
。

・
雨
水
処
理
は
し
て
あ
り
ま
す
、
現

地
を
確
Ｊ
し
ま
す
。

県
道
赤
井
畑
国
見
線
の
太
田
川
橋
と

踏
み
切
り
手
前
ま
で
約
三
百
ｍ
は
、

道
幅
が
狭
い
の
で
拡
幅
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
以
前
か
ら
県
に
は
お
願

い
し
て
い

ま
す
が
。
再
度
願
っ
て
行
き
ま
す
。

以
前
要
望
し
た
、
盗
人
返
地
内
の
小

水
路
の
改
修
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
逐
次
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
が
時

川
を
要
し
ま
す
。

陳
情
し
て
い
た
、
砂
防
ダ
ム
下
流
・

県
単
事
業
で
施
行
し
た
続
き
の
河
川

改
修
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

哺
助
嘔
栗
で
対
応
を
し
た
く
考
え

て
お
り
、
採
択
枠
の
関
係
か
ら
少
し

時
川
が
必
妛
で
す
。

町
道
二
〇
〇
一
号
の
脇
を
流
れ
る
龍

雲
寺
出
入
口
の
橋
の
改
良
を
お
願
い

し
ま
す
。

一
現
地
を
兇
て
対
応
し
ま
す
。

下
亀
田
地
内
の
空
き
地
に
草
が
繁
茂

し
て
い
る
の
で
対
応
く
だ
さ
い
。

一
所
町
者
に
辿
絡
し
て
お
り
。
‥ｙ
急

に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産

基
盤
の
整
備

石
毋
田
地
区
は
場
整
備
地
内
の
未
翻

装
路
線
に
つ
い
て
、
翻
装
を
お
願
い

し
ま
す
。

一
他
の
地
区
も
残
っ
て
お
り
、
ほ
場

整
地
区
全
域
を
兄
渡
し
た
巾
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
少
し
時
間
を
要
し

ま
す
。

行
政
一
般

義
経
ま
つ
り
名
称
、
効
果
に
つ
い
て

疑
問
が
あ
り
ま
す
。

一

町
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
町

民
総
参
加
の
も
と
。
町
づ
く
り
推
進

協
議
会
主
催
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
皆
さ
ん
が
や
ろ
う
と
取
り
組
む

こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、

今
後
も
町
活
性
化
の

。
環
と
し
て
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

義
経
ま
つ
り
の
収
支
決
算
報
告
が
出

さ
れ
て
い
な
い
。

一
決
算
が
ま
と
ま
り
次
第
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
で
審
在
の
後
、
竹

様
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

各
町
内
会
な
ど
に
、
住
宅
地
図
な
ど

を
喪
示
し
た
掲
示
板
は
設
置
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

一
公
営
住
七
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は

地
番
を
表
示
し
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
配
慮
も
あ
り
各
町
内
会

で
の
総
意
を
も
と
に
対
応
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。



農
政
懇
談
会

商
工
業
懇
談
会

商
工

業
懇

談
会

に
は

、
町
商

工
会

、
町
工

業

ク
ラ

ブ
、
金

融
機

関
の

代
表
者

と
町
謡

会

か
ら

‐１
．卜

．
名
の

委
員

が
出

席
し

．
月
卜

八
日

開
催

さ

れ
ま

し
た
．

懇
談

の
中

で
．

伊
達

町
へ
人

聖
店

出
店

に
つ

い
て
の

町
の

考
え

が
質

さ
れ
、
冨

永
町

長
は
『
中

小

商
店

が
ダ

メ
に

な
る

と
す
れ

ば
、

．
冊

被
害

を

こ

う
む
る

の
は

、
マ

イ
カ
ー

の
な

い
地
元

の

消

費
者
で

あ

る
。
そ

の
意
味

で
は

賛
成

と
は

‘。’。

え
な

い
が

。
人

型
店

に
シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

に
出

か

け

る
現
象

も
ま

た
事
火

で
あ

る
。

行
政

が
卍
而

き

っ
て
刈

断
で
き

る
も

の
で

は
な

い
と

考
え
て

い

る
。
地
域

に

与
え

る
環
境
而

や

交
通
な

ど
の

影
響

が
行

政
に

と
っ
て

は
重
要

な

問
題

と
い
え

る
ご

と
答

弁
し

ま
し

た
。

こ

の
他

、
福
祉

関
係

や
商

業
者

の
立
場

か
ら

の
転
作

へ

の
取

り
組

み
な
ど

、
広

範
闘

に
わ
た

る
意

見
が
出

さ

れ
ま
し

た
。。

農
政
懇
談
会

町
農
業
施
策
に
つ
い
て
の
ご
意
兄
お
聞
き
す

る
農
政
懇
談
会
は
、
一
月
卜
瓦
凵
川
催
さ
れ
、

十
一
の
団
体
か
ら
。
。卜
六
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
Ｍ
永
町
長
は
『
農
業
を
め
ぐ
る
状
況

は
、
転
作
、
高
齢
化
な
ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
町
と
し
て
も
取
り
組
め
る
も
の
が
あ
れ

ば
火
施
し
た
く
、
率
直
な
患
見
を
お
噸
い
し
ま

す
ご
と
挨
楞

水
田
農
業
確
立
対
策
の
実
施
状

況
や
↑ｔ
二
年
度
の
取
り
組
み
、
ａ

業
施
策
の
概

髮
が
報
告
さ
れ
ま
し
べ

懇
談
で
は
。
将
来
の
良
業
を
展
剛
し
た
意
見

な
ど
が
出
さ
れ
。
特
に
米
の
乍
産
調
整
に
お
い

て
は
、
変
・
大
豆
の
集
団
化
を
進
め
既
存
の
助

成
制
度
を
活
用
し
た
所
得
の
確
保
。
そ
れ
に
よ

る
聞
地
化
や
担
い
予
等
へ
の
集
積
化
の
体
系
作

り
、
果
樹
生
産
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
必
嬰
性

な
ど
が
述
べ
ら
れ
。
ま
た
。
こ
れ
ま
で
の
納
助

制
度
の
継
杭
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
：

月
一
．ｔ
二
口
に
は
農
業
委
員
公
、
十

八
日
に
は
農
業
改
良
推
進
委
貝
と
の
懇
談
会
も

行
わ
れ
、
後
継
者
対
策
や
基
盤
惟
備
の
推
進
、
作

業
受
託
に
つ
い
て
捉
訪
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

各

分

野

よ

り

の

提

言
農
業
、
商
工
業
、
お
よ
び
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
各
分
野
を
代
表

す
る
方
々
か
ら
、
町
政
執
行
に
向

け
て
の
意
見
を
う
か
が
う
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

商工業懇談会

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

。
月
二
十
三
日
、
ぼ
療
、
教
育
、
各
睡
川
体

及
び
行
政
の
代
衣
者
で
構
成
す
る
国
兄
町
健
虞

づ
く
り
推
進
協
議
会
が
闘
催
。
町
民
の
皆
さ
ん

が
心
留
か
で
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
町

の
健
康
づ
く
り
の
施
策
に
対
し
て
、
ご
意
兄
ご

要
望
を
伺
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
各
種
検
診
。
保
健
事
柴
の
火
施
状

況
が
報
告
さ
れ
、
学
校
関
係
者
か
ら
今
回
小
・

中
学
校
で
闘
催
さ
れ
た
小
児
刈
の
生
活
Ｍ
憤
病

予
防
教
室
は
、
子
供
た
ち
も
保
護
者
の
方
も
人

変
有
意
義
で
あ
り
、
健
康
の
人
切
さ
や
疾
病
の

予
防
と
い
う
観
点
か
ら
家
庭
・
学
校
・
行
政
が

一
体
と
な
り
今
後
も
継
続
し
て
欲
し
い
旨
の
要

望
等
が
出
さ
れ
、
健
康
診
断
の
必
要
性
・
充
実

を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



平成12年度の

実施状況について
ドヽ成12 年度の水用農業経営確立対策につ

いては｡2   ー3.94h 試の口標面積に対し、消費
純増策や改廃カウントにより町全休で11標を

達成されました ご協力いただきました農豕

の方々に対し感謝申し上げます。

(単位:ha)

生産調整配分面積（Ａ）　　　　213.94

控除(消費純増分)面積(B)　　　0.90

生産調整を要する面積（A －B ）213.04

生産調整実施面積（Ｃ）　　　　214.92

・生産調整実施率(C/A?B)  100.88  %

生産調整実施面積の内訳
かい 廃分8.1 ha

加 工米 算入 分８.８ｈＳ･

『ｉ 而 面 両 圄 眉躍ｉ
(笑施面積214.9h8 )

平成13年度　生産調整配分串は　36.6 %

水田農業の取り組み
今年度から新たな対策として水田農栗経営確立対策が進めら

れているところですが。県より配分された 平成13年度の 生産調

整目標面積は、従来分の2 ほ９４ｈａに緊急拡 大分として に . llhaが

追加され、合計で6.  ha の配 分を受 けました。 これと合わせ

て、平成13年度 から需要に応じ た米の 計画的な生産をするとの

考え方から各農業者に対し、米の作付面積に関するガイドライ

ンも辿 知することとなりました。

これを受 け、去る12J｣271:|に国 兇町水田 農業推進 協議会を閧

催し、 唹成13年 度の基 本方針、及 び各農 業者 への佃 人配 分率
.6

 %等について決定 されまし た。

現在、農家のみな さまから 提出して

いただいた実施 計画書を収 りまとめ。

推進を倒っているところです。

農家のみな さまにとって､.6  %の帖

作は大変厳しいもの となって おります

が、生鹿調整日標面積の達 成に向け、

ご理解とご 協力をお願いいたし ます。

平成13年度農家別目標面積

13年度の農家別生産剥整目標面積は､ 水Ⅲ台帳面

積（畦畔 分 を 除い た 水張 り 面 積）に、一律 配 分

6 % ) により 算出し ます。

生産調整

目標面積
水田(水張り)

面積

36.6 %

(従来分十緊急拡大分)

＊加工用米数量の配分について
生産調 整の 一態様である加 工用米につい ても配

分し 、取組 みをお願いします。 配分は水 川面積から

定着分を差し引いた面積に対し。下表のとおりにな

ります。

加 工川 米

は。１袋(30kg)

肖 た り0.59

の面禎

換算 とな り

ます。(転作

面積で 達 成

する場 合は、

加'Ｅ米の 取

り組 み をし

ない こと も

できます｡)

定着分を亂吸水田甅 �加工用米 数皿

20a 未満-

一 一208
～50a 未満 �

Ｏ袋/30kg

�１袋/30kg

50a ～1 側 a未満 � ２袋/30kg

1(X〕a～150a 未溝 � ３袋/30kg

1  a ～200a 未満 � ４袋/'30kg

2〔X〕a～250a 未満 � ５袋Z30kg

250 a以上 � ６袋/30kg

お問い合わせ
ＪＡ伊達みらい営農センター　5  ｰ 2660
国見町役鳩農林課　　　　　585  ｰ

平成13年度とも補償につい て

水Ⅲ農業概営確立対策における助成制度は、

|うに･､'lﾐ･経営確立助成②とも袖償③県･町ql 独助成の３段

階 からなっています. ここでは助成制度の中心となる．

とも補俄制度につい て見てみます．

Ｉ　 全国 とも 補償について

水 稲作付吶i積に対し､｢a  当 た ﾘ 4.  第 円を拠 出いた

だ きます。これと国の助成により、米の計画的 生産 を

火施し た生産行に、 次の 交付基準により 交付されます。

また、 緊急拡人分への追加的助成については、地【重で

達成し た場介、地区に対し助成企が交付されます。

とも 補 償交付基準 (  10a当たり）

支出対象作物 �全国とも補鴟 �地区達成加算 �緊急拡大分への
追 加 的 助 成

一般作物(麦､大豆等) �20.  ｣円 �3,CKX 〕円 �10.こCO円~40,CX)(円

特例作勧(野粟辱)�10.0CX 〕円 �3. 円

永年性作勧廩梔 ）�10,CXX 〕円 �3 刀円 �5.0(X 〕円

景観形成等水田�10  ､ 网円 �3.0(X 〕円 �10.(XX 〕円

調 整 水 田 �6,666 円 �3.  网円 �5. 〔)(X)円

自己保全管理 �3  ｡ 3円

＊　緊急拡大分については、地区ごとに拡大面積を算出し、
緊急拡大分を含めた生産調整の目標が達成された地区に
対して配分された拡大分を限度として助成金が交付され
るものです。

Ｉ　地域とも補障

岡 兒町において、違成 者と未達成者との 不公平是正、

目標而積達成のため、地城とも補償に収 り組み ます。

未達成面 禎罰30,000円/10a を拠出いただきます。

経営 確立助成は、団地化 ・担い 手農家への集積な

ど の条件 により. 作物により交 付されるもので す．

県 ・町 単独事菜その他稲作経営 安定対 策等につい て

も 詳しくはお問い合わせください．



１月の

グラビア

雪・雪・雪　雪の１月

雪の多い年明けと なり まし た．１

月８日･j成人の日?には 近年にない大

雪に見 舞わ れ，当町の山間地区で碩

雪讎力りOCm を超え ．平地 でも.  m

が観測さ れまし た（気象台観測 では

福島 市で56cm.65 年ぶりの観測史 上

３番目を記 録l。迎日 の富で ．昨年12

月から １月末までの除雪出 動日数

は13日を数え ．平年の3 ～j1 日に比

べ．異常な積雪といえます．このほ

か融雪 剤など既に平年の侶の致漣で ．

除 需軽費も膨大となり ．町では一 部

を予備 蕎より用いて対応し てい ます．

農政懇談会 認定農業者会

国見町認定 農業者会C 賜田勝夫会長）

主催による ．農政●談会 が１月15 日観月

台文化セン ターで開 催さ れ．网をはじ め

県 ．農業委員会およびＪＡへ活発な愚見

が出さ れまし た，米の 生産 飼養や各種補

助制度 ．農業ピジョンなど ，日頃の農業

衄営を通し ての意見．黎望 が述べられ ．

爽剣な肘膕が繰り 広げら れました．また ，

八巻孝錐さん ．井砂名榮さん からの農巣

紐営への取り相みが発套さ41. 相互佃循

による経営向上を瞿い ました．

生
活
習
慣
病
予
防
は
小
児
期
か
ら

生活習慣病予防のためには．学重期から
正しい生活習慣を身につけることが必要で

す. 県北保健所では町内各小中学校の協力
のもと、健康教室 一利理教窒・運動指導な

ど、小児期からの生活習慣病予防対策鯛座

を開さました．子どもだけでなく家庭での
予防が大切なことから保讀者も参加し．な

ぜ病気になるのか、ジュースやおやつの麗
分■はなど．分かりやす＜説明、熱心に閠

きいっていました．生活習慣棡予魴のため
には．家庭・学校・医療欄間・行政など社

会全体での取り組みが必要で１．

善意をありがとうございます

バザー収益金を冨永町
長に手渡す．秋元会長

ラ

イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

国
見
ラ
イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
（
秋
元

正
次
会
長
）
で
は

。
昨
年
馨
れ
の
「

ダ

ル
マ
雨
」
で
実
施
し
た

。
チ

ャ
リ
テ

ィ

ー
バ
ザ
ー
の

収
益
金
５
５

、
４
０

０

円
を

。
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

擧
仕
精
神
の
も
と
地
域
社
会
に
役
立

て
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
同

ク
ラ

ブ
で
は

。
会
目

宅

で

便
わ
れ

な
い

品
々
を
持
ち
寄
り
バ
ザ
ー
を
醐

き
、

そ
の
収
益
金
を
例
年
届
け
て
く
だ
さ

い

ま
す

。

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ

ブ

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、

あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
Ｌ
点
灯
式

会
場
で
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

１
８
、
８
－
６
円
を
寄
付
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
佐
藤
司
会
長
は
「
ビ
ッ
グ

ツ
リ
ー
も
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
声
援
に
懸
謝
し
ま
す
」
と
述
ぺ
て

い
ま
す
。。



平成13 年４月１日から

家電製品のリサイクルが

義務付けられま

す
エアコン、テレビ、冷蔵川、洗濯機の家電４品日が４

月ＩＨより、特定家庭川機器再商品化法（俗称「家電リ

サイクル法」）の施行によりリサイクルが双務付けられま

す。

この法仲は、製造者（輸入業者も含む）、小売業者。消

費者それぞれが分担協力し家電製品をリサイクルするこ

とにより、資源の有効利川と生活環境の保全を目的に制

定されたものです。

消費者は不嬰となったこれら家電４品目については。

購入した販売店等で引き収ってもらうと同時にr 再商品

化等料金」（リサイクル料）゙ |と「収集運搬料」（引き取

りと運搬に 妛する費川）に を負担することになります。

※Ｉ製地業者等がリサイクルするために必要な費川で、

それぞれの製造業者等が決めることになっています｡現

在｡国内の主要なメーカーは次

の料金を発表してい ます。エア

コン3,5a〕円、テレビ2.78 円、冷

蔵庫4 円。洗濯機2.  刈円

※２小売店等が消費者から預

かり､製造業者等へ引き渡すた

めの収集運搬料です。

排
　
出

消　費　者 (使った人)

● 不要となった家電製品の適正な引渡し

● 収集や再商品化などに関する費用の支払い

収
集
・
運
搬

家電小売店 (収集運搬する人)

●消費者から家電製品を引き取る義務

自らが過去に販売した家電製品

買え替えの際に取引を求められた家電製品

●家電メーカ ーに引渡す義務

再
商
品
化
等

家電メーカー

● 引き取った家電製品を資源としてリサイクル

国見町ホームページにようこそ。

町ホームページで
広報がご覧になれます

国見町では 、ホームページを開設し ておりますが。

「広報くにみ」が今年１月号よりホームページでご 覧

いただけるようになりまし た。町ホームページ上の

広報誌をクリックしますと表示され 、ご覧になりたい

ページを選択するとダウンロードされます。なお､Fi）F

形式を用いていますので、表示 するにはアドビシス

テムズ社のAcrobatR 日本語版が必要となります。

http://ｗｗｗ.town,kunimi.fukushima.jp

ご意見、ご要望をお寄せください

町政全般および広報に関するご意見、ご要望を 、電

孑メールでもお謇廿いただけます.､ご廓閲 ぐがき【.丶．

E ･ m ail:koh0923@jeans.ocn.ne.j':

み
な
さ
ま
の
ご
協
賛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

閥
見
町

ま

ち
づ
く

り
推

迦
協

議
会
よ

り

、

み

な
さ

ま
か

ら
の
協

賛
金
や

義

経
ま

つ
り

経

費
な
ど

を
盛

り
込

ん
だ

決
算

報
告
が

あ

り
ま

し

た
の
で

お
知

ら
せ

い
た
し

ま
す

。

収

人
で

は
町

内
各

皀
帯
よ

リ
ニ

０

．。ノ

凵
（

。
冂
五
町

円

）
、
嘔

業

所
か

ら

じ

厂

凵

（
一

口
五
千

円
）

の
協
賛

金
が

寄
せ

ら

れ
、

収
人
介

叶

で
瓦

瓦
六
万

円

と
な
り

ま

し
た

。
歳
出

で
は

義

経
ま

つ
り
や

盆
荊

り

人
会

な
ど

の
’経

費
が

川
Ｌ

卜
】万

円

と
な

り
、

現

時

点
で
残

金
匕

八
万

八
１

川
で

す
。

平成12年度国見町まちづくり

推進協議会収支決算書

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

決
算
報
告

収入の部 啣位 円

科 目 �収入満額 � 爾 考

１補助金 �3.(X)0,0(X)�町補助金
２寄付金 �2.4 僑 .

商工会 �IS),CXX〕

伊達みらい �150,(χχ)

町内各世帯 �1.5  网�酊内各世帯3- ﾛ

吝事秦所 �{XX).{XX〕�町内各事要所】a〕囗

３雑入 �144. 4 �遊具使用料等

合 計 �5.569.324

支出の部 擧萄 ．円

科 目 �支出済額 � 備 考

１武者行列 �2.7 -5 い�9 / 23開催
２歩行者天国 �l.056,578�9 / 2 催

３盆踊り �.470 �８／５開催

４予備賢 �7  , 574�会議費･事務費

合 計 �4刀い 33

差引残金　7  .191円



ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金

N0.6

第1号被保険者の独自給付

・ 付 加 年 金

・ 寡 婦 年 金
・ 死亡一時金

国民年金には、これまでみてきた３つの基礎年

金（①老齢基礎年金②障害基礎年金③遺族基礎年

金）のほかに、農業者や自営業者等の第１号被保

険者だけに適用される独自給付制度があります。

付加年金
老齢基礎年金にプラス付 加年 金

定額の保険料に|こ乗せして､月額4(X)円の付加保

険料を納めると、次の式によって計算された額が、

老齢基礎年金に加算されます。

付加年金額(年額)＝200 円×
付加保険料

納 付 月 数

＊第１号被保険者(国民年金从金加入者を除く)の

みが加人できます。

死亡一時金

保険料を３年以j:納めた人が、老齢堪礎

年金、障害者年命のいずれも受けないまま

死亡したとき．その遺族が遺族基礎年金を

受けられないは場合に支給されます．

ただし．死亡-|時金と寡婦年金の両方が

受けられる場合はどちらか一方を選択し ま
す ，

残された

遺族が
灣 けられます。

保険料を３年以上納めたら 死亡一時金

死亡一時金額

保険料納付済期間 � 金　 額

３年以上15年未満 �1  , 円

15年以上20年未満 � 卩 45. 网円

20年以上25年未満 �170. 円

25年以上30年未満 �22. 円

30年以上35年未満 �270,0(X 〕円

35年以上 �320,00( 〕円
忖１ 保蹼軻を３年以上絅忖している場合は8. 繝 |円が加蹕ごれまＬ

寡婦年 金
子のない 妻には 寡婦年金

60 廱から65 纖

にな るまで

受けられます．

25年以1 こ第

１廿被保 険 者

として 保険 料

を納め た人 が、

年金 を受 け取

るこ となく 死

亡した 場合、

そ のｌ へ.6０

歳から65歳までの間､夫が受けられるはずの老齢基

礎年金の４分の３の金額が支給されます。

ただし、妻は夬の扶養であり、かつ10年以上婚姻

関係があることが条件です。また､死Lljした夫が陣

害年金または老齢基礎年 金を受給していた場合は

該当になりません。

寡婦年金額＝
夫が受けられる

はずの
老齢基礎年金

３

-４

ご注意ください

国民年金保険料３月分の

口座振替日は３ 月 ５ 日 となります。

口座残高の確認等お願いします。

詳しくは

【住民課年金係　585 ｰ 2179】

までお 問い 合わ せくださ い。



保 健 だ よ り

保健福祉課　保健増進係　( 585 ) 2

新世紀
命の共生

献 血 で
「献血」への協力は、健康であれば誰でも行うことができ、医療に貢献できる

ボランティアの一つです。
人間の命を維持するために欠くことのできない血液は、医学の発達した現代

でも、人工的につくりだすことができません。病気やけがの治療のために血液

が必要になったとき、多くの人の善意による献血は医療を支えるため重要とな

っています。

３月16日(金)は国見町の献血の日です

国見町役場　 午前９眄～ 午前11時30分

国見ｽﾌﾟﾚｯﾄ　 正午～午後１時

裲梁製作所

福島信用金庫

国見支店前

午後２時15分～午後 ３時15分

午後 ３時3{}分～午後 ５眄

育　児　教　育

半 該　 当　 乳　 児　　　　　 実 施 日　　　　 受 付 時 間　　　　　 会　　 場牛 垂 墨 匿 尚 尚

〈お かあさんへ〉☆身長・体重測定、離乳食、予防接種などについて　☆母子手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

該　 当　 幼　 児 � 冥 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成12年12月生まれ）

・９か月児（平成12年６月生まれ） �
４月19日(木) � 午後１眄l}分～午後２畤 �

観月台文化センター

第１和室

（おかあさんへ）☆医師の指導、身長・体垂測定、調乳、離乳、予防接種などについて　 ☆母子手帳を忘れずに！

現
代
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
食
卓
の
風
景

さ
ま
ざ
ま
な
「
こ

し

よ
く

」

い
ま
の
子
ど
も
た
ち
の
食
嘔
の
火
悠
に
つ

い
て
。
４

門
家
の

閥
で
は

『
こ
食

』
と

い
う
ａ

葉
が
使

わ
れ
て

い
ま

す
。
こ
の

「
こ

」
と
い
う
『
Ｊ
菓
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
彦
味
が
あ
り
ま
す
。

｢個食｣＝自 分の好きなもの

を各々 が良ぺる

同じ テーブ ルを囲んでい

ても.家族がそれぞれ別の

ものを食べていると

いう 現象が みら れ

ます。

｢小食｣
＝食ぺる黷か少ない

朝ごはんを食べない

子が増えています｡夜更か

し をし､寝る前にお菓子等

を 食べたりし て､朝､起き

た聘に 食欲がわかな いの

が一因のようです。

｢孤食｣＝ひとり で倉 べる

核家族化が進み､親は仕事 、

子どもは塾通いで多忙な

ど､家族そろっての食事

が難しくなっている

ようです。

｢固食｣
＝自分の好きな決まった

ものし か食べない

毎日同じようなものしか

食べない単調な食事を続

けている子どもも少なく

ありません。

ｆ
ど
も
が
成
長
す
る
う
え
で
、
食
嘔
Ｅ
は
叭

な
る
栄
養
補
給
の
場
で
は

あ
り
ま
せ

ん
．

家
族
で
食

卓
を
咽
む
こ

と
で
、食

べ
る

楽
し
さ
．
み
ん
な
で
分
か
ち
合

う
時
川
．

季
節
感
．
そ
し
て
環
境
問

題
ま
で
．

ｆ

ど
も
た
ち
は
と
て
も
多

く
の
こ

と

を
感
じ
、
学
び
、
考
え
る
こ
と

が
で

き
る
の
で
す
．

そ
し
て
、
親
ｆ
の
関
わ
り
と
、
味
覚

へ
の
刺
激
は
し
っ
か
り
と
体
と
心
に
刻

ま
れ
。
そ
の
子
の
将
来
の
食
生
活
に
大
き

く
彫
響
し
て
い
き
ま
す
。



ご存知ですか？「水企業団」
ちょつと長いのですが、正式名称は｢ 福島地方水道用水供給企業団｣ と言います。

清流摺上川に建設中の｢摺上川ダム｣の水にみがきをかけ、国見町を含む｢１市11町｣においしい水を

供給する事業に取り組んでいる公共団体です。

｢１市11 町｣とは、福島市と伊達郡９町、安達郡の２町のことです。

さて、摺上川ダムの水はいつから飲めるの？

本供給開始は平成19年度ですが、平成15年度から一郡供給を開

始する予定です。

ダムから浄水場まで水を導くための切水トンネルが昨年の11月

に貫通 。完成までもう少し。

摺上川の水にみがきをかけるための浄水場は 、管理本館が今年

の唇に完成します。

そして。みなさんの市や町までおいしい水をおとどけするため

の送水管の布設も 、交通埀の多い街なかや 。川を越えるための水

管橋の一部などを残すのみとなりまし た。

また 、流れる水の■を知るための流扁計室の工亊もあわせて行

っていま１ ．

企業団では国見町内に｢牛沢川水管楠築造工事｣を 、また。萼で

は｢太田川水管櫑工事｣や｢受水池建設工事｣が予定されています。

しぱらくの間 、残された工事によりご迷惑をおかけすることも

あるかと思いますが。みなさんのご協力なしには、おいしい水を

みなさんの市やE町、そし て、お隕の网までおとどけ出来ません。

これからも 、『水企集団』を応援し てください ますようお願い

いたし ます。

詳しくは､企業団のホームページをご覧く ださい。

・ 福島地 方水道用水供給企業団施設概念 図

URL://www5.ocn.ne.jp.Ff-wsa/

福島地方水道用水供給企業団

まち再発

見
くにみの

民話かるた

こ
れ
は
森
江
野
の
お
年
寄
り

た
ら
か
ら
側
い
た
話
。

む

か
し
．
少
し
前
ま
で
．
こ

の
辺
り

で
は

父

親
が

．一
．
卜
三

歳
・
円
ト
ニ
歳
・
四
十
九
歳
の

時

に
生
ま
れ
た
子
は
不
幸
せ
に

な
る
と
か
．
親
不
孝
に
な

る
と

い
う
迷
信
が
あ
っ
て
、
厄
を
置

す
た
め

に
そ
の
ｆ

を
川
に
捨
て

る
風
９
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
．

川

に
流
す
と
い
っ
て
も
｛
は

ん

ぎ
リ

‘
と
い
う
洗
禰
を
す
る
木

製
の
た
ら
い
に
入
れ
、
ち
よ
っ

と
川
匕
か
ら
漉
し
て
や
り
橈
の

ド
を
く
ぐ
ら
せ
て
か
ら
仮
親
に

拾

っ
て
頁
う
と
い
う
儀
式
だ
そ

う
で
、
も
し
拾
い
ｆ

が
乳
を
飲

ま
せ
て
く
れ
た
よ
う
な
場
今
は

一
生

お
つ
き
合
い
を
し
た
と
い

い
ま
す
。
今
か
ら
ハ
ト
年
く
ら

い
前
ま
で
は
よ

く
あ
っ
た
そ

う

で
す
。

又
。
六
月
歯
（
む
つ
き

ば
）

と
い
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の

陶
が
早

く
生
え
た
増
介
も
。「
六
月
濔
は

蛻
食
い
歯
、
親
の
桍
を
質

に
置

い
て
も
お
祝
い
し
ろ
」
と
い
い

亦
ち
ゃ
ん
を
同
じ
よ

う
に
川
に

流
し
他
人
に
拾
っ
て
口

っ
た
そ

う
で
す
。
厄
拂
い
だ
っ
た
の
で

厄
拂
い
と
い
え
ば
今
で
も
ｒ

申
に
小
。止
月
に
す
る
人
も

い
ま

す
が
、
花
火
を
蟒
や

か
に
ｈ
げ

る
の
は
い
か
に
も
今
的

。
洲
え

た
行
嘔
は
七
夕
朝
の
髪
洗

い
、

十
二
月

。
口
の
か
っ
ば
れ

餅
な

ど
だ
そ
う
で
す
。

捨
て
子
す
る

ふ
り
し
て
拾
う

父
厄
年
の
子



インフォメーション募　集
児童福祉ポスター図案募集
｢児疲柵祉月」の広報用ポスターの図案を募集します． 児

醗福祉の理念普及・啓発を図るため、ｆ どもの健やかな成

艮への願いが裏現されているものであれば、写真・イラス

ト・絵画など作品の形体は問いません．

黔応募要項…｜人何点でも応募できますが、未允表のもの

に限ります．作品は写爽Ｌサイズ以上．炮はＡ４サイズ以

匕･･ 応募締切…３月９日(郵送の場合は当口消印有効)

◆その他．応萼条什等の詳綱は問い合わせ下さい.

★応募・お問い合わせ

〒IXX}－Ｓ７９ 福島県児童家庭課児巍係7?SI －7174

しのぶの里フォトコンテスト作品募集

福島市やその四見町はじめとする川辺地域に咲く花、花

実、それに闃する風景を町した作品を募集します．

黔応募要項…カラー４叨とし、応算数は制駁ありませんが、

末発表作品に限ります．応募票に必麝事項を記入し添付く

ださい．黔応鼻練切…５月31冂

◆その他．応募条件等の詳細は問い介わせドさい．

★応募・お問い合わせ

〒9a ）－＆x）1 福心111役所企両調整課内

「しのぶの肌 花コンテスト儡」?？ｓ5－37て冷

お
知
ら
せ

浄
化
槽
法
の
改
正

浄
化
槽
は

合
併
処
理
式
へ

四
月
か
ら
浄
化
槽
法
の

。
郎

改
正
に
よ
り
、
叭
独
処
理
浄
化

槽
の
設
置
は
で
き
な
く
な
り
、

合
併
処
理
浄
化
榊
だ
け
と
な
り

ま
す
。

河
川
等
の
水
質
汚
濁
の
１
な

原
囚
と
さ
れ
る
家
庭
雑
排
水
の

浄
化
対
策
へ
の
社
会
的
意
識
の

高
ま
り
を
反
映
し
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
股
Ｒ
が
義
務
付
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
改
正
法
で
は
現
在
叭

独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
方
は
、
叺
Ｅ期
に
合
併
処
川
浄

化
槽
へ
の
設
置
換
え
の
易
力
を

求
め
て
い
ま
す
。

介
併
処
理
浄
化
槽
・：
台

所
の

排
水
な
ど
家
庭
雑
排
水
と
し

尿
の
処
理
を
合
わ
せ
て
行
う

浄
化
槽

単
独
処
理
沖
化
峭

…
し
Ｍ
処

理
だ
け
を
行
う
沖
化
槽

（
す
で
に
鯉
築
基
準
法
施

行
令

に
お
い
て
叭
独
処
理
浄
化
槽
の

使
川
は
原
則
と
し
て
砲
め
ら
れ

て
い
ま
せ

ん
。
）

★
お
問
い
合
わ
せ

住
尺

課
生
活
環
壇
係

ｇ
（
５
８
５

）２
１
－

６

都
巾
整
伽
３
祁
巾
整
伽
係

｀
。（
５
８
５

）
2
9
8
5

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
っ
い
て

弔
成
卜
。こ
年

。
月
一
Ｈ

現
在

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

を
次
の
と
お
リ
行
な

い
ま
す
。

▼
期
間
：

三
月

一
日
｛
木
｝
か

ら
三
月
二
十
一
日
（
水
）
ま
で
。

た
だ
し
、
上
曜
日

。
日
曜
口
。

祝
口
は
除
き
ま
す

。

▼
時
間
：

午
前
八
時
三
卜
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

▼
鳩
所
：

囚
見
町
役
場
碗
務
課

▼
縦
覧
の
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
（
Ｍ

川
親
族
合
）

②
納
税
竹
理
人

③
法
定
代
理
人
お
よ
び
委
任
状

を
持
参
し
た
人

▼
必
要
な
も
の

本
人
の
印
鑑
（
法
人

の
増
介

は
９
録
叩

）、
委
任
を
受
け

た
場

合
は
委
任
状
と
委
任
を
受
け
た

人
の
印
鑑
。

★
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

尚
定
資
産
係

い`（
５
８
５

）
2
7
7
9

精
米
表
示
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！

￥

成
十
二
年
四
月

。
日
か
ら
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
越
づ
く
表
示
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

袋
詰
め
で
販
売
さ
れ
て
い
る

お
米
の
表
示

が
こ
れ
ま
で
の
食

糧
庁
精
米
表
示
坊
凖
に
変
わ
り

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
从

づ
く
品
貫
人
示

に
変
わ
り
ま
す
。
消
爽
者
、
販

売
者
等
の
み
な
さ
ん
に
新
し
い

尖
示
制
虞
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
、
円
滑
な
運
営
に
ご
協
力

を
お
噸
い
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

の
品
質
表
示
基
準
は
、
お
米
を

眼
売
す
る
す
べ
て
の
販
売
拠
者

が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
で
す
。

ＪＡＳ法に基づく
｢玄米及び精米品質表示基準｣

名 林� 精米又は玄米

ｉ 利玄米�
産地 �品 種 産 年 �使月割合

�CC驀ロヒガリ▲年度1(X)％

内容量�5k9

月 日�13.  10. ｰ

販発書�OC

米穀株式会社ｺ

匚蕎ひご市△△町▽▽ ×-×

種 い O{ ) 0 (八八八IXXXXI

|原料玄・ 輯の１!羲方法|

・ 癢地．品 種．産年は証明されていなlj41

ぱ１!裁 できませ ん．・巓地、晶幃、痼

年と使|||割合を記毓､・「産地」は、細

道府 畆名．市町 付名その伯･一一･殷に知られ

ている地 名．輸入品は涼癨１ 名を洳１!.

品質表示に関する 右間い合 わせ

櫑鳥 食糧IS 穆甬地峨S   ( ﾐ ) 4  図 ｰ

西
分
署
だ
よ
り

低
温
や
け
ど
に
注
意

暖
房
器
只

が
欠
か
せ
な

い
こ
の
時
朋
、
カ
イ
ロ
や
あ
ん

か
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
長
時
間
使
っ
て
い
る
と
、『
低

温
や
け
ど
』
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

低
温
や
け
ど
は
、
皮

膚
が
4
0
～
印
度
程
度
の
熱

に
畏
時

間

触
れ
て
い
る
と
起
き

る
や
け
ど
で
す
。
体
の
同
じ
部
分

が
畷
房
器
具
に
乗
っ
た
状
愈
な
ど
、
熟
源
と
の
圧

迫
や
接

触
が
艮
く
続
く
と
、
血
流
が
滞
り
熟
が
発
散
さ
れ
ず
、
温

度
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
れ
が
低
温
や
け
ど
で
す
。

万

べ

低
温
や
け
ど

に
な
っ
た
ら
、
水
な
ど
で
冷
や
し
、

痛
み
や
腫
れ
が
治
ま
ら
な
い
と
き
は
、
皮
膚
科
な
ど
で
診

察
を
受
け
ま
し
よ
う
。

思

わ
ぬ
や
け
ど
を
し
な
い
よ

う
暖
房
器
具
の
使
い
方
に

注
意
し
、
快
適
な
冬
を
お
遇
ご
し
く
だ
さ
い
。

伊
連
地
方
消
防
組
合
西
分
薯

ｇ
５
８
２
－
3
1
9
0



お
忘
れ
な
く

税
務
申
告
相
談

３月15日

ま哩!

国
見
町
で
は
、
二
月
十
四
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
町
県

艮
税
・
所
絡
脱
の
申
告
相
験
を

行
い
ま
す
。

昨
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
平
成
十
三
年
度
の
町

県
艮
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
課
税
の
基
礎
と
な
り
ま
す
．

ｉ

当
な
理
由
な
く
申
告
し
な

か
っ
た
場
合
、
粂
例
等
に
よ
り

過
料
が
科
せ

ら
れ
ま
す
の
で

。

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
岐
日
程
に
つ
い
て
は

左
表
の
通
り
で
す
。
詳
し
く
は

先

に
配
布
し
た
『
申
告
相
談
の

お
知

ら
せ
』
ま
た
は
広
報
く
に

み
一
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
7
7
8

お
忘
れ
な
く

農
地
異
動
届
を

伊
達
西

根
壗
上
地
改
良
区
費

の
水
利
扠
賦
課
は
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
農
地
而
積
を
基
準
に

算
出
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
三
年

度
の
水
利
費
賦
課
の
幕
準
と
な

る
農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合
・：
◇

農
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
所

有
櫓
が
変

わ
っ
た
と
き
◇
地

区
除
外
を
す

る
と
き
◇
経
営

移
譲
や
死
亡
な
ど
で
名
義
変

更
を
し
た
と
き
◇
農
地
の
貸

借
が
あ
っ
た
と
き

（
水
利
費

の
支
払
義
務
者

を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）

▼
届
け
出
期
間
・：
三
月
十
六
日

ま
で
。

★
届
け
出
・
お
問
い
合

わ
せ

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

ｇ
（
５
８
２
）
2
3
1
9

申告相談日程

受付月日 �
町　 内　 会　 名

�{午銅９畤から器 分まで)�(午後１塒から午後４畤まで)

２月14日(水)�小坂 �人｢II川
15日(木)�板橋、前旧 �糸川上

16日(全)�泉川巾、東|日下 �鳥取
19日(月)�内谷西 �内谷朿

20日(火〉�只川北 �ａ川陶
21 日 (水)�大木戸 �鳥城

日 (木)�ll』槻 �光明寺
23 日 (金)�鶉町、k 野、滝11j �源宗山丙・東・北．人坂

日 (月)�山崎北､小林､山崎舘
．

山叫宮舘 �
山崎小朏．宮前
山叫耕谷．山崎沢田

27日(火)�石母Ⅲ朿 �石母旧友．石母川北
日 (水)�石母川蝋 �心母川西

３月１日(木)�駅前、錦町、本町 �人町南、大町北

２日(金)�官町鹵､藤田光陽.宮
町北．

藤川宮前 �官東.
町瘋

５日(月)�原町 �築熬．敏柳

６日(火)�北郁．巾部 �川内

７日(水)�森江野第１ �森江野第２
８日(木)�森江野第３ �森江野第４

９日(金)�咏江北 �森れ : 野 第 7
12日(月)�森江野第８ �森江野第９

13日(火)�森江野第10 �森江野第Ｈ
14日(水)�森i】jf嫡12 �指定なし

15日(木)� 指定なし

※会場は役場第1会凧室（2階）で謇。
●税務署で申告される方や税務署から裏内を受けている方は。国見匐で

申告柤餤する必要はありません。
●淀雑を避けるため、指定期日に申告相談されるようご協力をお願いし

ます。

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

放
し
飼
い
は
厳
禁
で
す

昼
夜
を
陶
わ
ず
放
し
飼
い
は
震
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

散
歩
の
と
き
に
も
引
き
綱
な
ど
で

つ
な
い
で
散
歩
し
ま
し
ょ
う
。

飼

い

犬

の

汚

勧
処

瑁

も

齶

い

主

の

責

任

で

す

散
歩
中
の
輿
は
持
ち
帰
り
公
園
や

道
路
．
他
人
の
土
地
．
建
物
な
ど
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

捨
て

な

い

で

く

だ

さ

い

何
ら
か
の
喟
由
に
よ
り
犬
を
飼
え

な
く
な
っ
た
場
合
は
捨
て
た
り
せ
ず

役

場

住

民

譚
へ

相

麟

し

て

く

だ

さ

い

。

犬

を

飼
や

と
き

の

注

意

事
項

・
生

活

環

境

を

守

り

。
他

人
に

危

害

や

迷

惑

を

か

け

な

い
よ

う
に

し

ま

し

ょ

う

。

・
登

録

と

年

１

回

の

狂

犬

病

予

防

播

槽

は

必

ず

行

い

ま

し

ょ

う

。

★

お

閤

い
合

わ

せ

住

民

課

生

活

囑

墳

係

－`
（
５
８

５

）
2
1
1
6

３月の心配ごと相談

５日傭 乢● £廛,4

fi黒さよ唄j4

15日 物  文 人,4

什聯 広美,4

23日衝 菅野芻一廊,4

佐貉 £６ ４

●場所 役場（２階）咀謡岑

●時間 午 鋼 9  ｰ  亜 午

人口と 世帯
人口 １月1  日 現在

屶　5.4  ｰ 4人(  + 8 )
女　5.785 人ｰ  3 )
計11. １９９人(  + 5 )

出生 ５人 死 亡 １２人
転入 ３３人 転出19 人

丗 旃

3｡ｰ  59  (  十 2  )

結

婚
お
め
で

と
う

鈴

木

亮

ｊ

・

熊

谷

餤

枝

。
４

（

大

町

北

）

秦

良
友

″
‘
・

津

田

ま

な

ぷ
Ｉ（

錦

町

）

松

浦

司

″
气

火

戸

久

美

子
ｊ

｛

高

城

｝

誕

生

お

め

で

と

う

佐

肺
一

脅

、
。

‘

弘

樹

。
‘
・

晴

美

。

‘（
で

）

遠

４

耐

″
ｒ

冫

‘

和
川

。
气

麕

犬
ｊ

｛

人
町

北

｝

餓
ｓ

麌

冫

‘

直

人

ｊ

・

ゆ
か

り

Ｉ

（
山

峭

小

黝

）

菊

地

郡

搬

？

弃

仲

。
‘

。
弊
千

代

″
‘

（

も

毋

田
一

内

村

脯

？

等

。
‘

亠

美

？

ど

町

瞋

）

佐

曲

鳩

冫

友

彗

气

貫

由

心

。
‘

｛

浦

山

｝

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
波

芳

弓

‘
　

８３
　

（

痢

９

）

村

ｈ

今

吉

。
‘
　

８４
　

（

第

９

）

山
田

輿

士

’
‘
　

？

潭

宗

山

東

｝

鴨

旧

イ
セ

。
‘
　

酊

（

内

谷

西

）

安

旧

水

助

。
八
　

７ ９
　

（

高

城

）

佐

久

間

奏

助

。
‘
　

６５
　

（

宮

東

）

阿

郎

浩

冷

‘
　

２８
　

｛
μ

Ⅲ

｝

射

地

舂

七

。
‘
　

６９
　

（

第
1
2
）

佐

久

閥

ミ

ヨ

シ

。
‘

９２
　

｛

鶇

町

｝

佐

藤

蔵

元
Ｊ
　

８３
　

｛

沌

山

｝

安

藤

卍

。一
丿
　
7
0
　

（

前

田

）

Ｔ

月
3
1
日

屆
出

分

ま

で

｝

自動交付機を利用ください

休 みの日でも眄閾外でも、「町民カ ード」があれば 。自

動交付機で住民票｡ 印皿証明●及び税関係証明魯の発行

ができます。どうぞご利用ください。

設置場所と利 用時間

こ『
�　
国見町役場(
住民譚窓口畊)�

観月台文化センター
(電話ボックス暴)

月～食曜日 �8:30～18:(X)�8:X卜21:CX｝

土･日･祝日等 �S:30～17;(X)�8:30～17:(X)
文化センターでは毎月第１月曜日の休館日|ぶ利月で杲まtZん

利用には｢町民カード｣ が必要です，

自皿交付機は｡ 銀行など 金融機関にある現金自賢支払

麑と同じ仕組みの機械です｡ この交付槻を利用・ るとき

は 、一人 ひとり 専用のカード、「町 民カード」が必要で

７．町民カードの旦録科は 無料( 初 回 )､ 発行手続きは住

民踝戸 略住艮係で受け付けています。

★問い合わせ 糅陞擂戸籍住民保(  585 ) 21 15



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
( 585 ) 2676 FAX ( 585 ) 2707 |

移
動
公
民

館
「
孫
育
て
学
級
」

おばあちゃんが

熱心に受講

移
動
公
民
館
嘔
業
の
一
つ
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
孫
介
て
学
級
」

を
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
森
江

野
地
Ｋ
で
開
講
し
ま
し
た
。
幼
児
期

に
お
け
る
家
庭
教
育
が
呎
要
祝
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
関
心
が

高
く
多
く
の
方
が
受
駒
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
一
月
ト

ー
。冂
に
は
、
川

講
式
が
行
わ
れ
、
武
剛
幹
夫
館
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
さ
っ
そ
く
学

習
に
入
り
ま
し
た
。

’ｎ

し
を
飾
る
折
り
紙
”
を
テ
ー
マ

に
日
本
折
り
紙
協
会
の
内
池
和
子
先

生
の
指
導
で
、
か
わ
い
い
羽
織
を
折

っ
て
台
紙
に
張
り
、
完
成
さ
せ
ま
し

た
。こ

阿
目
の
卜
九
日
に
は
、
伊
達
町

福
厳
寺
住
職
の
石
井
祐
氾
先
乍
を
講

師
に
招
い
て
、
現
代
礼
会
に
介
っ
た

祖
父
母
の
役
割
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。
核
家
族
化
が
進
み
。
ホ
テ
ル

家
族
が
増
え
る
等
人
間
関
係
が
希
紳

に
な
っ
て
い
く
中
で
、
ほ
っ
と
す
る
、

心
が
い
や
さ
れ
る
あ
っ
た
か
い
居
場

所
を
作
っ
て
や

る
人
が
必
要
だ
し
、

悩
み
を
か
か
え
た
子
が
す
が
れ
る
存

在
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
・
：
と
笑
い

を
交
え
て
の
講
話
に
皆
さ
ん
は
肩
の

力
を
抜
い
て
川
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

三
回
目
の
ニ
ト
六
日
に
は
、
孫
と

‘
緒
の
健
康
体
操
を
健
康
体
操
指
導

Ｌ

の
荒
川
保
子
先
生
に
教
え
て
い
た

だ
き
、
心
地
い
い
汗
を
洫
し
て
心
も

体
も
軽
く
な
っ
た
様
ｆ
で
し
た
。

三
回
の
講
座
と
も
、
保
育
ボ
ラ
ン

チ
イ
ア
の
皆
さ
ん
が
森
江
野
地
区
へ

出
向
い
て
傑
育
に
協
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

『
折
り
紙
で
菻
し
を
飾
り
。
健
康
体

操
で
若
返
り
。
講
座
を
聞
い
て
心
に

潤

い
を
・・
・
そ

し

て
自
僻

を
持

っ
て

孫

育
て

に
励

み
ま

し
よ

う
』
を

モ
ッ

ト

ー

に
実
施

し
た

こ
の
講

座
は

、
今

年

も

好
評

の
う
ち

に
終
ｒ

す

る
こ

と
が

出
来

ま
し

た
。

行事のお知らせ

2月

16日(金) 子ども移動図書館(藤田小１年)

成人学級(閉講式)

19日(月) 子ども移動図雹館(大木戸小)

パソコン教室

21日(水) 阿津賀志学級(閉講式)

子ども移動図薑館(藤田小３年)

パソコン敦室

23日（金） パソコン教室

26日（月） パソコン教室

28日（水） パソコン敦室

１日(木) 子ども移動図書館(藤田小２年)

２日(金) 子ども移助図書館(藤田小１年)

４日(日) 三返亭楽太郎寄席

６日(火) 子ども移動図書館(小坂小)

７日(水) 子ども移動図書館(大枝小)

８日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

12日(月) 子ども移動図●館(大木戸小)

ｎ日(日) 谷津三雄健康講演会

14日(水) くにみ女性教室(運営委員会)

子ども移動図襴館(藤田小３年)

3月



観月台文化情報

３ 月 １１日(日)

谷津三雄

健康講演会
㎜■㎜ ■W ㎜㎜㎜¶ ㎜ ■㎜ ㎜ ㎜ ㎜

｢ 死 ぬ ま で 元 気 に 生 き

、

元気に死のう」

13:30～　入場無料

３ 月 ４日(日)

「三遊亭楽太郎」寄席

14:00 ～

入 場 料1  ,500円( 全席自由)
問い合わせ●●・ 生涯事冒譁 又化振興0  ( 5B5 )  2676

寿

祝

新

年

会

～
阿
津
賀
志
学
級
～

平
成
卜
二
年
、
阿
津
賀
志
学
級
寿

祝
新
年
会
は

。
月

ご
Ｆ

．
囗
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
約
百
ハ
ト

名
が
参
加
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

式
は
、
安
藤
政
治
学
級
委
員
長
、

大
波
健
助
役
の
挨
拶
、
仇
藤
忠
美
議

会
議
長
の
祝
辞
の
後
、
卒
寿
三
名
、

米
寿
二
名
、
爬
寿
卜
九
名
。
古
希
三

名
に
。
似
嗣
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
艮
寿
と
健
康
を
願

っ
て
。
鹿
島
神
社
の
宮
司
に
よ
る
ご

祈
祷
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
寿
受
賞
者
を
代
表
し
て

海
力
の
八
巻
衛
さ
ん
が
、
心
の
こ
も

っ
た
謝
辞
を
述
べ
、
式
典
を
終
了
し

ま
し
た
。

式
典
の
後
に
は
、
学
級
生
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
歌
や

踊
り
、
三
味
線
な
ど
を
披
露
し
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新しい本が届きました
～文化セン ター図 書室～

一

般

図

書

児
童
図
書
（
紙
芝
居
）

＊ 子どもの頃の「大疑問」　　 （串 間努）
＊ 脳のワナ　　　　　　 （鈴木光太郎）

＊ 不平呼社会日本　　　　 （佐薦俊樹）

＊ 親の悩み方　　　　　　 （落合恵子）
＊刃童よきみは誰なのだ　　　 （大野芳）

＊和算を教え歩いた男　　　 （佐藤健一）

＊もう少しむこうの空の下へ　 （椎名餓）
＊十七熾の殺人者　　　　 （藤井誠一）

＊勤初の宇宙誌　　　　 （多田智満子）

＊夫とふたりきり　　　 （中村メイ子）

＊どこへいくのかな　　　 （覓尾青史）

＊たぺられたやまんば　　 （松谷みよ子〉

＊５いさなきかんしゃ　　　 （池田善明）
＊ねことごむまり　　　　 （与田準一）

＊おけやのてんのぼり　　　 （川崎大治）

＊ちからたろう　　　　　 （川崎大治）

＊池にう かんだびわ　　　 （川崎大治）
＊ハポンスのしゃばん玉　 （豊島与志雄）

＊やぎじいさんのバイオリン （堀尾胄史）

＊うしかたやまん4ぎ　　　 （坪田腺治）

★貸出し冊数は5 冊以内 ．朋間は２週藺以内です．

図 書宣を利用する前に．事務室で受付をしてください．

ス
ポ
ー
ツ

｢ミニバスケッ卜｣って

楽しい

一
月
二
十
一
日
と
二
十
八
日
。

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
行
わ
れ
た
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室
。
参
加
し
た
小
学

生
た
ち
は
、
基
礎
と
応
用
を
学

び
な
が
ら
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

町
に
は
、
ミ
ニ
パ
ス
ケ
ッ
ト

ポ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
あ

り
、
毎
週
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

インドアテニス大会

参加者募集

★日 時 ３月４日(日)

午前8 時 30分～

★場 所 グリーンアリーナ９２３

★種 目 男子ダブルス､女子ダブルス

★内 容 賦合は1セットマッチ．

トーナメント方式

★申込み ２月21 日(水) まで、生蓍学

習諌社会体胃 係(  585  ･ 26 又は勤

労者体育センター(  谷 585･53 ﾌ O )へ。

電話での申込み可。



厳
選
あ
ん
ぽ
柿「
み

ら

い
壱

品

」
発

売

Ｊ
Ａ

伊
達
み
ら
い

国
見
総
合

支
店
で

は
、
厳
選

さ
れ
た
畷
上

級
の

あ
ん
ぽ
柿
を
使
用

し
た

。

「
み
ら
い

壱
品
」
を

発
充
し
ま

し
た

。
国
見
で
生

産
さ
れ
た
蜂

屋
柿
の
う

ち
大
き
な

も
の

を
選

別
、
て

ま
ひ

ま
を
か
け

乾
燥
熟

成
し
更
に

厳
選
し
た

あ
ん
ぼ
柿

を
、
趣

向
を
凝
ら
し
た

パ
ッ
ケ

ー
ジ
に

一
個
ず
つ
包
装

、
高
級

和
菓
子

を
イ
メ
ー
ジ
し

た
壱
品

で
す
。
Ｊ
Ａ

伊
達
み

ら
い

で
は
、

し
つ
と
り

と
上

品
な
甘

さ
と
栄

養
豊
冨
な

自
然
食
と
し
て

贈
答

用

な
ど
に

ご
用

命
く
だ
さ

い
と

話

し
て
お
り

、
限
定
数
Ｉ

な
が

ら
６

個
入
り
３
千

円
で
販

売
し

て

お
り
ま
す

。

白
寿
の
祝
い

●
佐
藤
寅
一
さ
ん１

月
2
9日
に
9
9歳
の
白
力
を

迎
え
た
佐
藤
寅
一
さ
ん
（
宮
町

南
）
へ
、
町
か
ら
白
寿
の
祝
い

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
冨
永
町

長
は
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
来
年
の
百
歳
に
も
う
か
が

い
ま
す
。
お
元
気
で
」
と
、
町

条
例
に
基
づ
く
敬
老
祝
金
を
手

渡
し
。
佐
藤
轟
艮
か
ら
は
お
祝

い
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
寅
一
さ
ん
も
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
」
と
冗
談
を
交
え

に
こ
や
か
に
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
佐
藤
さ
ん
は
明
治
3
5年
生

ま
れ
、
白
寿
と
は
思
え
な
い
程

元
気
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
立
場
で
農
業
を
●

女
性
農
業
者
懇
談
会

１
月
1
7日
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
女
性
農
業
者
懇

談
会
が
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
、

農
業
に
携
わ
る
1
6名
が
出
席
、

女
性
の
立
場
か
ら
農
業
の
諸
課

岨
に
つ
い
て
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

町
や
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
を
は
じ
め
、

愚
見
交
換
で
は
特
に
後
継
者
対

策
や
直
売
所
な
ど
が
議
題
と
な

り
ま
し
た
。
家
庭
経
営
協
定
な

ど
に
よ
る
震
業
経
営
参
画
な
ど

今
後
と
も
継
続
し
て
話
し
合
う

こ
と
と
し
閉
会
し
ま
し
た
。

高
校
サ
ッ
カ
ー
三
冠
達
成

●
長
崎
県
国
見
高
校

当
町
と
反
好
関
係
に
あ
る
、
艮
崎
県

国
見
町
の
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
、

第
7
9回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
で
８
年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
ス

ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
攻
撃
力
と
堅
い
守
備

に
よ
り
、
高
校
総
体
、
国
体
に
も
優
勝

し
て
お
り
、
全
国
制
覇
三
冠
と
い
う
史

上
３
校
目
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

選
手
権
決
勝
に
は
当
町
か
ら
八
島
网
正

剛
議
艮
ら

も
駆

け
つ

け

応
援
し

ま
し
た
。

（
写

真
は
長

崎
国
見

局

校
で
優
勝

報
告
す

る

選
手
た
ち
の

姿
で

す

。
長
崎
県
国
見

町

捉
供

）

あ
つ
か
し
荘
に
行
っ
て

大
木
戸
小
　
佐
藤
香
織

十
二
月
、
私
は
初
め
て
あ
つ
か
し
荘
に
行
き

ま
し
た
。
お
年
寄
り
と
話
す
の
も
慣
れ
て
い
な

い
の
で
。
ち
よ
つ
と
緊
張
し
で
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
私
は
リ
コ
ー
ダ
ー
も
演
奏
す
る
の
で
。
上

手
に
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
。

リ
コ

ー
ダ
ー
を
発
表
し
て

、
ま
ち
が
え
な
い

で
で

き
た
し
。
何
よ
り
お
年
寄
り
が
畋
つ
で
く

れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

お
年
寄
り
と
話
す
時
間
に
な
り
ま
し
た
が
。

み
な
さ
ん
が
、
私
た
ち
の
貿
閤
に
・。
生
け
ん
命

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
の
方
も
笑
顔
で

い
ら
つ
し
ゃ
つ
だ
の
が
心
に
残
り
ま
し
た
。’．

Ｓ
い
す
を
押
し
た
り
。
肩
を
も
ん
だ
り
し
て
。

お
年
寄
り
と
楽
し
く
過
ご
せ
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。

ま
た
、
あ
つ
か
し
荘
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

１
’
今
度
行
く
と
き
は
、
も
つ
と
も
っ
と
い
っ

は
い
お
話
を
し
た
い
で
す
。

あ
つ
か
し
荘
の
み
な
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

．
「
児

童
生

徙
文

集
く

に
み
　

第
3
2
号
に

か
ら

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
１
１
フ
９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁
田
二
、
２
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
４
‐
５
８
５
－
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
２
４
一
５
８
５
－
２
１
８
１

ｍ

８
　
．
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